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事業所自己評価に関しましては、厚生労働省の評価を基に行い、掲示いたします。

     令和４年度児童発達支援自己評価表   

職員の配置数や利用定員、清潔な環境について、概ね適切に設定しています。コロナ禍において、
日々の消毒を徹底して行い、人数が多い日の食事については、保育室でなく広めのホールを使用しま
した。活動内容をわかりやすく示した掲示をし、不必要な掲示はしないようにしています。所庭の
ウッドデッキが損傷してしばらく使用できなかったものを撤去し、広い空間を利用しての遊びも展開
しました。

事業所評価を規定のとおりに行うとともに、支援内容の一部について自主的な利用者アンケートを実
施し、支援の改善をしています。職員の資質向上のために各種研修を実施しており、特に内部研修は
前年度に比べても相当な量を行っており一定の成果がありますが、実践に結びつけていくことと研修
の効率という点では課題もあり、今後のさらなる質の向上に向けて検討を進めているところです。

療育ポプラ保護者 様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年３月
　先日行いました「児童発達支援自己評価」の集計結果と今後の改善に向けての取り組み状況について、以下
の通り御報告いたします。
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今後の改善に向けての取り組み状況

定められたひととおりの支援については、実施できています。児童発達支援計画の内容については、
主に「発達支援」「地域支援」について記入していますが、実施している「家族支援」をどう取り込
んでいくか検討したいと考えています。活動プログラムはチームで立案し、職員同士でアイディアを
出し合い固定化も解消するプロセスを作ってきています。ただし、固定化の解消にはさらに職員の意
識改善を図るべきところもあり、今後より一層努力していきます。また、支援開始前・終了後の打合
せは十分に行っており支援に活かせてもいますが、タイムマネジメントとしての大きな課題になって
いて、改善を試みています。

関係機関との連携は、保育所・幼稚園に対して今年度はさらに強化する方向で実施してきており、一
定以上の成果を上げられました。多くの園において、園のニーズも含めて支援を行う中で利用児や保
護者への支援として意義のあるものにできたと思います。試行錯誤で進んだ中で、ヒアリングを行う
中で次年度に向けての課題も見え、今年度の実績と相手先との関係醸成を踏まえ、より充実した支援
に向けていきたいと思います。また、連携の重要性が増すにつれ職員のスキル向上の必要性も増して
おり、検討していきたいと思います。

重要事項説明書や児童発達支援計画等のものは、かなり丁寧に説明をしています。親子通園の特性を
生かして相談や助言は多く、各職員とも意識してていねいに対応をしていますが、一人当たりの通園
のトータルの回数を減らしていることもあり、従来の方法では時間や機会を確保できないところもあ
り、1日のプログラムの内容を調整する等して工夫をしていますが、さらなる工夫が必要と考えてい
ます。また、個別の相談以外にも、全体に知らせたり話し合ったりする機会が少なく懇談会の実施等
を試みていますが、目指した量に及ばず、機会の確保への工夫を一層検討していきたいと思います。

非常災害に備えた避難訓練は、職員間での非常時の誘導経路等の確認を行っています。コロナ禍で計
画を実施できなかったこともあり、特に利用者の参加する避難訓練が実施できませんでした。次年度
はより多くの人が関係しての効果的な訓練が計画できるように考えたいと思います。また、利用者の
健康状態については個々の状況をしっかりと聞き取るなかで必要に応じ感染症やアレルギー対策等の
ことについて十分に対応しています。虐待防止については、各職員が定期的に振返りを行う中で実態
の把握と意識の向上を図っています。
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